
システム工学 線形計画法 資料 
 
線形計画法の解法－シンプレックス法の基礎  
シンプレックス法の考え方の基礎を学ぶ 
１）シンプレックス法の考え方 
２）シンプレックス表 
３）グラフを用いた解法 
４）EXCEL のソルバーで解を求める 
 
１）の詳細 
練習問題１ 
ある塗料会社は、2 種類のペンキ P1、P2 を製造している。これらのペンキを製造するため

には 2 種類の原料 M1、M2 が必要である。P1、P2、１ｋｇを製造するために必要な M1、
M2 の量は以下の表のようである。M1、M2 の 1 日の入手可能量も以下の表に与えられて

いる。P1、P2 のそれぞれの１ｋｇあたりの利潤は 5 万円、4 万円だという。利潤が最大に

なるような生産計画を求めるモデルを作成しなさい。 
 

 P1 P2 利用可能量 

M1 6 4 24 

M2 1 2 6 

利潤 5 4  

定式化 
Max.  5𝑥𝑥1 + 4𝑥𝑥2 

 

 
 

 
シンプレックス法の手順 
１ 標準形への変換（スラック変数の導入） 
２ 初期解の設定 
３ 基底解と非基底解 
４ 非基底解を変化させることで解を改善 
５ 停止条件 
２）の詳細 
シンプレックス表 １）を表の形にまとめたもの 
３）の詳細 



定式化した問題は 2 変数の最適化問題 ⇒ グラフを用いて解ける 
シンプレックス法の反復途中の解がグラフ上のどの点にあたるか考える。 
 
１）の詳細 
１ 標準形への変換（スラック変数の導入） 

max  5𝑥𝑥1 + 4𝑥𝑥2    (1) 
𝑠𝑠. 𝑡𝑡.  6𝑥𝑥1 + 4𝑥𝑥2 + 𝑥𝑥3 = 24 (2) 
   𝑥𝑥1 + 2𝑥𝑥2 + 𝑥𝑥4 = 6  (3) 
  𝑥𝑥1,⋯ , 𝑥𝑥4 ≥ 0 

２ 初期解の設定 
 １から、 6,24,0 4321 ==== xxxx が条件を満たす事がわかる。 
３ ：基底解非基底解 4321 ,,:, xxxx と呼ぶ。非基底解：（１）で係数が０でない。（２）、

（３）の両方の係数が０でない。基底解：（１）で係数０、（２）、（３）ではどちらか一方

のみで係数１。 
４ 非基底解を変化させることで解を改善（シンプレックス法は徐々に解を改善する反復

法） 
1 回目の反復： を増加としたまま 12 0 xx = させる。どこまで増加できるかを１の条件か

ら求める。 
（２）から、 

 
 

（３）から 
 
 

これから 1x を４まで増加できることがわかる。その他の変数は、（２）、（３）に

0,4 21 == xx を代入することで計算できて、 2,0,0,4 4321 ==== xxxx 。目的関数の値

は 20。新しい解では、基底解と非基底解が変化して、 ：基底解非基底解 4132 ,,:, xxxx
となる。それに合わせて、（１）、（２）、（３）を次の反復のために変形する。（２）か

ら、 
 
 

これを（１）、（３）に代入して、整理し、さらに、上式を整理すると、 
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  𝑥𝑥1,⋯ ,𝑥𝑥4 ≥ 0 
2 回目の反複： を増加としたまま 23 0 xx =

に注意。は減少してしまうことを増加すると目的関数3x  
1 回目と同様に、 2x をどこまで増加できるかを求める。（５）、（６）から 

 

 

 

 
これから、 2x は 3／2 まで増加できることがわかる。1 回目の反復と同様に解を計算する

と、 0,0,2
3,3 4321 ==== xxxx 、目的関数の値は、21。1 回目の反復と同様に、

（４）、（５）、（６）を変形すると、 
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  𝑥𝑥1,⋯ , 𝑥𝑥4 ≥ 0 
 
５ 停止条件 
目的関数（７）の係数がすべて負なので、非基底変数を増加させて目的関数を増加させるこ

とはできない。反復を停止する。 
 
２）の詳細 

 
 

基底変数 z x_1 x_2 x_3 x_4
1 -5 -4 0 0 0 (1)

x_3 0 6 4 1 0 24 24÷6=4 (2)
x_4 0 1 2 0 1 6 6÷1=6 (3)

1 0 -2/3 5/6 0 20 (4): (1)+(5)×5
x_1 0 1 2/3 1/6 0 4 4÷2/3=6 (5): (2)÷6
x_4 0 0 4/3 -1/6 1 2 2÷4/3=3/2(6): (3)-(5)

1 0 0 3/4 1/2 21 (7): (4)+(9)×2/3
x_1 0 1 0 1/4 -1/2 3 (8): (5)-(9)×2/3
x_2 0 0 1 -1/8 3/4 3/2 (9): (6)÷4/3
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３）の詳細 

2x  
 
 
 
 
 
 
 

1x  
 
 
４）の詳細 
以下のような EXCEL の表を作成しなさい．  

 

 
各セルには，以下のような数式が入っている．定式化した問題との対応を考えなさい． 
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このあと，ソルバーを起動． 

 
 



 
 

 

 



 

 
 
練習問題１ 
ある企業では４種類の製品を２つの機械で製造している。いずれの製品も機械１，２の両

方を使わなくてはならず、その必要使用時間、機械の時間当たりの使用コスト、使用可能

時間は以下の表で与えられている。また、製品１，２，３，４の単位当たり利益も以下の

表で与えられている。このとき、総利益を最大にするような生産計画を求めたい。 

 

  必要使用時間  

機械 使用コスト 製品１ 製品２ 製品３ 製品４ 使用可能時間 

１ 10 2 3 4 2 500 

２ 5 3 2 1 2 380 

利益  75 70 55 45  

 
１）問題を定式化しなさい。 
２）スラック変数を導入して等式制約の問題に変形し、シンプレックス表を利用して解を

求めなさい。 
３）エクセルのソルバーを用いて解を求めなさい。 
 
 



練習問題２ 
あるプロジェクトチームは 5 つのタスクを持つプロジェクトに取り組んでいる。チームの

3 人のメンバーにはそれぞれのタスクに対して得意・不得意があり、プロジェクトリーダー

は 5 点法でそれを以下の表のように評価している。メンバーは２つのタスクまで実行する

ことができる。チームのパフォーマンスを最大にするにはリーダーはどのメンバーにどの

タスクを割り振ればよいか考えたい。 
 

 タスク１ ２ ３ ４ ５ 
メンバー１ 1 2 5 4 3 

２ 3 3 5 5 4 

３ 5 4 2 3 1 
 
１）問題を定式化しなさい。 
２）エクセルのソルバーで解を求めなさい。 
 


